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矢野会長テーマ友情の輪をひろげよう
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第一回家族会 欝事報督於 輔 根
ｏ来る11"10I I ( f ) ' |豊後６塒より，チャーター

ナイトの公賜ド兇をしﾉ|星ら夕食の公を"います｡

本Ｈは聯い奥様ﾉﾉ．もおられますので，参Ｉl1人ｕ

の雌！恐をしたいと存じます。ぜひ奥様ﾉﾉのご,'||

席をお伽いします。

脚■慰撫
)'１特別代表

蝉i溌裳瀞§
公山川家族（敬称|略）

淡芥しげF,淡芥裕児j ' ･ ,淡芥災側, l l l l l l / , i l l i j ' ･ ,

||||崎災紀,I｣l崎禄,1ノト藤祐二，岨芥はまj'･,」上砂

安「｡，松本洋，松本剛，！'![ノリ唆人，性!"r1,1f,、{f
l l l久｣ '-，寓沢千鶴f, ' I ! |；沢久〃,t l強ゆき「- , t

雌人'| l i l i ,土|至英州，士膿災派j'- ,辻小１'if , ,辻あ

ゆみ。

委員簔報繕
親睦活動委員会猪熊委員長
･本Ｈは次のﾉﾉ々のお祝がございます。

創業‘氾念１１淡芥光彦ハ（11月１１１)

結嬬;d念 I１袴l l l l i l雄ハ(11月３１1)
一 一

’星特別代表挨拶

溌蕊騨篝 佐藤会長代行
私は人洞IRCから川li ' lﾈt員の様な形で人卿l'| !R

C.に来ております。(ill''f後一年間､11クラブのお|II

話をさせて脳くことになっております。

｡'ﾘ1年４月２２日，当クラブのチャーターナ

イｊいます。この行:l坪は我々だけでなく，

ノノ、の御協力を頂かなければ出来ません。

功させるためによろしく御協ﾉＪドさい。

イトを

御火人

ぜひ成
零日7)フロー弓/､(11月９１１)
|イニシエイションスピーチ佐藤ハ， A:,1.ijII
Ｔ ､ 周 f T ( 1 1 月 １ ６ H )

「ロータリー財I､ j lについて」芥1I栄氏 ｜一夕、

１．真実かどうか
２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか
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１１ﾉ１１０日の厳地に於ける懇淡会は４月22Rのチ

ャーターナイトの公賜ド兄を服ねての催ですので

肚非ご家族のﾉj々のご参加をお願いします。会場

を兇ておくことは非常に収典です。準仙をする場

合も会場をド兇しておきませんと{111かと不便な'lf

があります。ロ術虹!ﾄfに卜兇,'li来る会場ではあり

ませんので，もう一座おみえ脳きこの機会にj』ソ|ミ

ご参ｊ川IYIきますようお|!mい致します-。

一邪のﾉﾉ．々はアスレチックを兇合せ休憩Ｊ１で懇

淡。（？！）スタートして約-lllfl研IILして北砂会
員伽夫妻がゴール，それから30分のうちに出発し

た余興がI:11にも負けず雌@|『ゴールした。

小休I|1の後,{ﾀ l1会場ｒ疋の‘I I I IH"へ向い,j j l l

{I'i",yj｣iﾉ|弓は次々と蹄ﾉ<肌|'}"､｡汗を流してサッ
パリとしたところで,12111fより例会洲始。

どうやら私述は例会に||i'iれて米たもの猶ご'求峡
のﾉﾉが絲験されるのは〃｣M)てとあって，小さなl'

供述もJIi一つ１１/:てずに兇'､'j:3(t>ょつと不,1Ｊ,雛そ

！

第一回家族会報告

Wllf涌勤姿瞳会のお|||袖により，第一|!|家族公

lit2２f')のご家族ﾘ)参jjllを1(｝てｉj･なオ)れました。
､'11」は生'IW1IJIから小|:Mが降る肌'座い日となりまし

たが，′「前８時，ノ叩l'|｣役IJi!II巾場に全凶がﾉＬ気

に雛介，一h!ffH的地紺根にliリー)てill発しました。
バスが|{く|逆２４６リバイパスに入ると間もなく’

MIJ I I f fuのj上公幽が金u, ′久峡粂典の細介を開

lf i , l ) i IH寝ないでｇえたという各公園のプロフィ
ールを折り込んだ人変愉快な紹介で，初めて'別を 蓬

っに……）形jmりの|ﾀ'1公が約20分で終了，懇談

公に入る。用怠されたのは鉄板焼料即，そこ掻き
で〕を味しそうな杏りがたざよう。-|rli,l'lj服になっ

たところで全貝で迅念搬影をし，渦水から1u'I[で

M"l1の森へ向う｡fu'|':の'|1からは虹も見え,1判が

''2むのかと期i､l｣･:したが紬11,)1Lml:|:jは逆に強くなり，

せっかく入場した彫貰l1の縦では恩う様に芸術観賞一

もl1',来ずじまい。′|豊後４１11f,バスは輔桜をあとに
ﾙ,1}路につく。
’|(''1で乍公凸が|'|侭の“のど”を披朧しﾉ|己らｌ'′

正より３0分聯j雌ｵLて雌.|#人ﾄⅡへ]1ｲ!'i｡

棚||怜委仙会のキメネ|||かなお|ll:!i!fにより,|:|:Iﾉ<で

したが人空に楽しい'求族公の一|｜でした。i!ｋｕの

呰様どうもご;!',二労様でした。

介せた家族の緊惟した'芥州女iも一>樅になごやかな

ものに変り,'I i lﾉ1に笑いの柵がまきおこった。

|:lj人のせいもあり過!|1は渋洲もなく,)参正より
lll〈輔根跡水にj§'〃'『。′′Fもようはllf々lﾘlるくな

( ' ) , |1 : jも降ったり, l l :んだ↓)の状態。猫熊副|ff

仙及以Ｆ各委幽が現地にﾉ上り，災地！凋査U､赤IIillL,
アスレチックを次ｲＩすることに7エる。各委曲にセ

ッケンが渡され，巡勤ｲ‘'iにｲI'『がえたところでl:|:liji

Ｘ降り出す。しばらく様「を兄て，辻会員の合!剛

でスタート。子供達のﾉ心気なﾉifがI静けさを破って

緑林へこだまする。
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猪熊唯夫，大正14年生まれ，厚木'ij出身,５３
才。御父君が大正14年に厚木で「古綿打返所」
を創業。ご長男猪熊さんは小学校を出て横浜簿
記学校へ行かされ,2年後店の手伝いとして御
父君の下で修業。昭和27年，総合寝具店として
大和に開業今日に至る。厚木は本店として工場

と外廻り専門の営業所がある。

Charter
Member's
P rofi l e

猪 熊 会 員

今週は家族会で大変にお世話になりました親

睦活動委員長の，猪熊会員をご紹介します。

家族会の翌日，前日とはうって変っての秋晴
れ，「昨日がこんなお天気ならなアー」と青空

を兇上げて残念そうにしているところへお邪魔

しました。

-ところで本題に入って,RCについて．．…．？

「大分以前からライオンズ，ロータリーIIj方

からお誘いを受けておりましたが，蚊近漸くｆ

供に店の方も任せられるようになり，そろそろ

入会しても良いなとぞえておりましたので……。

そんな訳で家族の理解もあります。出来るだけ

永くお世話になりたいと思っております。」
-先日横浜田|刺のチャーターナイトに出席さ

れてのご感想はいかごですか……？

「卒riに言ってチャーターナイトの概要がつ
かめて良かったと思います。力を合せてやれば

今の中クラブでしたら別に大変な，脚ではない様
に思えますが……。」
-今後のR.C.に望むMlﾄがありますか……？

「現在の雰囲気を持続すること，人和中クラ
ブのカラーをこの雰囲気で出してゆけたら人変

良いと,思います。親睦委員をやっているから叩

す訳ではありませんが，私は常に”側”という

ものを強淵しています。その中からいろんな&IW

唯まれます。皆で仲良くやってゆきましょう。」

偽

一昨日はどうもご苦労様でした。お疲れにな

られたでしょう．．…．？

「いやア，正直言って雨にた》られ全く残念

です。お天気ならもう少しいろんなメニューも

あったんですが……。」
-しかし大変に楽しい家族会でしたが……。

「松本副委員長さんは|じめ各委員の方々が協力

して下さいましたので……。今｜’＝)行寝にあた

り各委員毎に分担を決めまして，それぞれがす
べての力を出し合ったつもりです。又皆様のご

協力も頂けましたので何とか無‘高に出来まし
た。しかし雨ばかりはどうしょうもありませ

ん。今回の事が二回目，三回目に影響しなけれ

ば良いんですが……。」
-ふり返ってみてのご感想は……？

「バスを利用する場合，バス代に費用の大半

がか洩ってしまいます。この点を何とか解決す

る良い方法が無いものかと，頭が痛いですね。

それから家族会ですからやはり奥様，お子様達

を中心とした行寝として考えなければいけませ
ん。ご家族の力々にロータリーを蝿解して頂く

ためにも，良いアイデアを考えて次回に望むつ

もりです。」

-

’
’

昨日の家族会では岐後まで残って皆様のお1'1}

りになるのを見守っていたという猪熊さん。ソ',｝

り際に雌特別代表から「今日の家族会は大変業

略しかったですよ。」とお誉の言葉を頂いたそ
うです。本当にご苦労様でした。第二回，三囮１

目の家族会もよろしくお願いします。

（土j造会報委興）

’



身地，オーストラリアのクイーンズランドの海

岸で，多くの若者達が，「巨大な大洋の波に対

してその技を競いながら……」波乗りを楽しみ

ます。会長はこの光景から意味深い事柄に気付

かれたのです。「これらの若人が必ずしも同じ

波を利用しﾂL､いということです･･･…みんな波頭

の崩れる向う仏1に出て，自分の波･…･･海岸に向

って逆んでくれるような波……を待っているの

です6．…．。」各ロータリアンが自分の音楽に歩

調を合わせ，或いは自分の波を見出して活動す
るように従い，ロータリアンは，レノフ会長が

言っておられるように「ロータリーのプログラ
ムの幅広さと深さと力強さの認識を深め……」

つゞ自分に最も適した部門を見出していくので

あります。

霞鐵鞠崖識溺

国際ロータリー事務総長の書翰より

親愛なるロータリアン各位。
１）ロータリーは数限りない奉仕の機会をもたら

します。けれど，どんな奉仕の機会でも，実行

されなければ効果はないのです。ロータリアン

は行動の人であり，その行いをもって，世に知

られている人達です。その行いは，近所の身心

障害児を援助することから，遠く海を隔てた国
の災害罹災者へ救済の手をさし伸くることに至

るまで，非常に広い範囲に及びます。
ロータリアンがこのように奉仕しようとする

のは，一般社会の賞讃をｲ￥るためではなく，真

の友愛の心をもって，無私無欲の手をさし仲く

るのにほかありません。このように真心からの

手をさし伸くることが，分離している今日の世
界を一つに結びつけるのであります。クレム・
レヌーフ会長は，この奉仕への挑戦がありふれ

た理念ではないことを指摘しておられます。会

長は，全ロータリアンが全力を尽し，他と相違
することを恐れず実行することを力説されまし

た。この相違が，しばしば，ロータリアンであ

ることを立証しているのであります。
２）１９世紀のアメリカの随筆家，ヘンリー，ディ

ビット，ソローは，彼の名菩「森の生活」の中

で，「もしもある人が仲間の人達と歩調を合わ

せないとしたら，多分，彼には，みんなのとは

相違する鼓手のかなでる音が,瑚えるからだろ

う。彼には，彼が聞いている音楽に歩調を合わ

せさせてやればよい。それがどんな調子であっ

ても，又，遠くからの音楽であっても。」と言

っています。ロータリアンは，主として奉仕の

アイディアとその行いによる，ロータリアン独

自の音楽に調子を合わせて歩みます。闘争未開
発，疾病，また，時には失望と混乱によって，

ゆり動かされている世界にあって，ロータリア
ンは，多くの人々の生活を絶望の底に追い込

む，これらの問題解消のため，各種各様の方法

をもって活動しています。

３）レノフ会長が1978年国際協議会での講演に用
いられた比愉の一つは「波」でした。会長の出

偽

佐藤会員，会長代理の代理では困ります。早く良

くなる様に祈ってます。

亀谷会員，クラブ協議会，患者重症で失礼しまし

た。皆様にお世話おかけして申し訳あり

ません。

富沢会員，親睦委員の皆さんの献身的な御努力に

感謝致します。ありがたく，楽しい家族

会が出来ました‘侭を，本当にうれしく思
います。

淡谷会員，開業祝ありがとうございます。

袴田会員，誕生祝いと結婚記念日と続いて御祝い

蛾き嬉し<存じます。益々張り切って頑

張ります。

ー

’ 編集後記
’

今週は家族会の為,!l i話が無かった。代り
に家族会報告紀要。どこへ行っても何があって

も書かされる役目。でも今週は書いていても

楽しい。露犬風呂に入るのは何年ぶりだろう

実に気分がい堅。寺田会員曰く「長い時間入
っていても頭が冷やされているからのぼせな

くてい団．.…．。」こんな会話を思い出し乍ら

善く原稿は疲れない。ロータリーに入って良
かったな，と思うひと公きである。(NRZ)


